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＜ねらい＞ 

 ・基本的なミシンの使い方を知る。 

 ・手順に沿って製品を作製できる。 

 

＜内容（作成方法・使用方法・工夫点など）＞ 

 １）ミシンを使う  

  ①基本的な使い方を聞く 
  ②教師の見本を見る 
  ③実際に直線縫いをする 
   ※スタート・ストップボタンをわかりやすい様にするために青シール・黄シール

を貼り、視覚的に色で判断できるようにする 
   ※布で取り組む前に紙を縫うことでミシンの操作に慣れる 

   ※少人数でグループを作り、友達が取り組んでいる様子を見る機会をつくる 

  

２）マスクつくり 

  生地ののり落としをするために、一枚ずつ手洗いをする 

  ①型紙その①を使い、チャコペンで印をつけ、裁ちばさみで布を切り出す 

  ②型紙その②を使い、布と型紙を合わせてアイロンを使って、形を付ける 

  ③型紙その③を使い、布と型紙を合わせてアイロンを使って、形を付ける 

  ④型紙その④を使い、チャコペンで縫いしろをつける 

  ⑤ミシンを使い、チャコペンの印通りに縫う 

   ※青シール（スタートボタン）を押し５針進んだ後、黄シール（返し縫いボタン）
を押し５針戻る 

   ※縫い終わりは青シール（ストップボタン）と押した後、黄シール（返し縫いボ
タン）を押し、５針戻る 

  ⑥反対側の⑤と同じように縫う 

  ⑦糸処理をする 

   ※８本の糸を切る 

  ⑧両方にゴムを通す 

  ⑨完成！ 

 

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞ 

 ・ミシンを実際に取り組む時に、布ではなく紙から取り組んだことで、生徒は失敗を
心配せずに取り組むことができた。 

 ・スタート・ストップ、返し縫いを言葉ではなく、色シールを伝えることで視覚的に
わかりやすく伝えることができた。 

・一通り作品を作ったあと、個々の実態に応じた作業ややりたい作業に取り組むこと
で作業効率が上がった。 

 

＜その他（材料、費用、購入先等）＞ 

 ・生地・糸・ゴム（ドリーム） 

  

 


